
日本数学会 2023年度年会
中央大学

総合講演

多面体と単項式

日 比 孝 之
大阪大学⋆

2023 年 3 月 16 日



　　　　　　　



　　　　　　　

　　　

い つ Ｎ Ｏ Ｎ ト ハ ０ い Ｎ ０ ０ ∞

嶽 鯵 呻 ゛ 鮮 攣 」 鰺 攀 轟 墨 べ 轟 蛉 摯 鯵 畿 輝

機 な け べ ‥ 犠 鉾 攀 機 爾 鋳 彦 騨 鑢 ぐ ど 嘩 纂

川 ｍ ゛ 七 日 ｍ 蒻 ′ 田 ｍ 蒻 【 令 ゛ ざ か い ｐ ゛ 宅 Ｎ 到 丼 ｏ

い ｍ ≪ 鮮 訓 ２ が 肘 絆 Э ＝ ｍ ゛ ゆ 珊 」 Э 砕 譴 ゛ 膠 聞 璃 σ ′

田 ｍ ゛ Э Ｐ ｃ コ＞ さ 碑 Ｏ 錯 ゆ ゛ 颯 Ｑ 叫 料 ｏ 叫 汁 ′ 　 ・

Ｈ ヽ い せ し ゛ 【 味 叡 Ｈ い 国 丼 じ ′ 目 □ 目 丼 ′ Ｈ ＞ 目 排 ′

Ｈ ＞ 国 丼 ′ Ｈ ＋ ― ― 副 雰 ′ Ｈ Ｈ ＋ 目 丼 Ｏ ｏ 耐 満 σ ひ ） 計 計 σ 針 τ

【 鉾 φ 麟 恨 番 百 馴 洲 σ 叫 叫 。 斗 へ 咄 １ ０ い 国 排 ＝ 間 を

円 く ヽ Э ” 島 ゛ 報 ０ ′ 餃 ゛ 肩 ′ 帥 Ｎ 目 丼 ０ ７ て マ π Ｏ 訓 酬

【 駄 か 渕 ４ 雨ヽ 針 河 ユ ・ 蒔 Э 耐 卵 鮮 譴 ⇒ σ べ τ 味 叫 料 ｏ

挙 中 角ヽ ○ 蝉 ゛ 麟 Ｎ ヽ 洩 ）゙ （ ヨ 齢 ヵゝ じ サ が 一

挙 中 ヽ い 凛 Э 麒 鼈

・ ハ ．

● 一 】 一 一
，
一 」ト ト ト Ｌ 【― ヽ ■ ′ ● ・ 、 ″

・

Ｎ

一 ∽ 田 Ｚ Ｏ Ｎ ∞ ‐ヽ ‐ 〇 〇 ‐ い い ユ ω Ｏ ユ ‐ い

０ ０ 時 ヽ 二 Ｋ ユ Ｎ Ｏ Ｏ ｍ （ 〇 ）

柵 含 ＞̈ 擁 ユ Ю Ｏ Ｏ コ （ 「 ヨ 」 ）

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

飾 判 卜 Э

藤 中 升 Э 餘

コ 畔 「 Э

蔽 中 ヽ Э 書
Ｏ Ｎ ∞ 卜 ０ い ｕ Ｎ い い い い Ｎ

ロ
ロ
L

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
薇 『 ヽ い せ

N憮
喜
□

欄
輝
麒
ラ圏
幾

戯
写

鵞
図
丼

目
い

針
潔
m、

憬
蜀

郡 撃 群

Ｌ てヽ さ 拗 詳 コ Ｃ 汁 ゆ 井

> ＼ _ゝも ア ／ 　 　 　 ゝ ／

ノ
″
″
〆

｀
く
.｀
1を

ヽ ヽ

ヽ
/

ヽ
ゝ

1 ¬ 「

餞 訃 瑕 蜆 餞 琲 鼈 一 鏃 莉

Ⅳ

財 硼 螢 躙 卜 婚 囀 躙 絣 粽 鰺 鮨

Ｉ Ｊ ｉ ご 丼 か モ 笙

□ 貯 Ｆ 搬 Ｎ

麒
ヽヽ
＼ ミ ´

, 1

） ヵ バ ○ 図 凛 再 再

.‐
|レ

)



　

い つ Ｎ Ｏ Ｎ ト ハ ０ い Ｎ ０ ０ ∞

嶽 鯵 呻 ゛ 鮮 攣 」 鰺 攀 轟 墨 べ 轟 蛉 摯 鯵 畿 輝

機 な け べ ‥ 犠 鉾 攀 機 爾 鋳 彦 騨 鑢 ぐ ど 嘩 纂

川 ｍ ゛ 七 日 ｍ 蒻 ′ 田 ｍ 蒻 【 令 ゛ ざ か い ｐ ゛ 宅 Ｎ 到 丼 ｏ

い ｍ ≪ 鮮 訓 ２ が 肘 絆 Э ＝ ｍ ゛ ゆ 珊 」 Э 砕 譴 ゛ 膠 聞 璃 σ ′

田 ｍ ゛ Э Ｐ ｃ コ＞ さ 碑 Ｏ 錯 ゆ ゛ 颯 Ｑ 叫 料 ｏ 叫 汁 ′ 　 ・

Ｈ ヽ い せ し ゛ 【 味 叡 Ｈ い 国 丼 じ ′ 目 □ 目 丼 ′ Ｈ ＞ 目 排 ′

Ｈ ＞ 国 丼 ′ Ｈ ＋ ― ― 副 雰 ′ Ｈ Ｈ ＋ 目 丼 Ｏ ｏ 耐 満 σ ひ ） 計 計 σ 針 τ

【 鉾 φ 麟 恨 番 百 馴 洲 σ 叫 叫 。 斗 へ 咄 １ ０ い 国 排 ＝ 間 を

円 く ヽ Э ” 島 ゛ 報 ０ ′ 餃 ゛ 肩 ′ 帥 Ｎ 目 丼 ０ ７ て マ π Ｏ 訓 酬

【 駄 か 渕 ４ 雨ヽ 針 河 ユ ・ 蒔 Э 耐 卵 鮮 譴 ⇒ σ べ τ 味 叫 料 ｏ

挙 中 角ヽ ○ 蝉 ゛ 麟 Ｎ ヽ 洩 ）゙ （ ヨ 齢 ヵゝ じ サ が 一

挙 中 ヽ い 凛 Э 麒 鼈

・ ハ ．

● 一 】 一 一
，
一 」ト ト ト Ｌ 【― ヽ ■ ′ ● ・ 、 ″

・

Ｎ

一 ∽ 田 Ｚ Ｏ Ｎ ∞ ‐ヽ ‐ 〇 〇 ‐ い い ユ ω Ｏ ユ ‐ い

０ ０ 時 ヽ 二 Ｋ ユ Ｎ Ｏ Ｏ ｍ （ 〇 ）

柵 含 ＞̈ 擁 ユ Ю Ｏ Ｏ コ （ 「 ヨ 」 ）

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

飾 判 卜 Э

藤 中 升 Э 餘

コ 畔 「 Э

蔽 中 ヽ Э 書
Ｏ Ｎ ∞ 卜 ０ い ｕ Ｎ い い い い Ｎ

ロ
ロ
L

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
薇 『 ヽ い せ

N憮
喜
□

欄
輝
麒
ラ圏
幾

戯
写

鵞
図
丼

目
い

針
潔
m、

憬
蜀

郡 撃 群

Ｌ てヽ さ 拗 詳 コ Ｃ 汁 ゆ 井

> ＼ _ゝも ア ／ 　 　 　 ゝ ／

ノ
″
″
〆

｀
く
.｀
1を

ヽ ヽ

ヽ
/

ヽ
ゝ

1 ¬ 「

餞 訃 瑕 蜆 餞 琲 鼈 一 鏃 莉

Ⅳ

財 硼 螢 躙 卜 婚 囀 躙 絣 粽 鰺 鮨

Ｉ Ｊ ｉ ご 丼 か モ 笙

□ 貯 Ｆ 搬 Ｎ

麒
ヽヽ
＼ ミ ´

, 1

） ヵ バ ○ 図 凛 再 再

.‐
|レ

)



Melvin Hochster, Rings of invariants of tori,
Cohen–Macaulay rings generated by monomi-
als, and polytopes, Annals of Mathematics
96 (1972), 318–337.



　　　　　§１. 格子点の数え上げ§１. 格子点の数え上げ§１. 格子点の数え上げ

　　　　　§２. Castelnuovo多面体§２. Castelnuovo多面体§２. Castelnuovo多面体

　　　　　§３. 正規多面体§３. 正規多面体§３. 正規多面体



　　　　　　§１. 格子点の数え上げ§１. 格子点の数え上げ§１. 格子点の数え上げ

　　　　　　　Ehrhartの定理(1962)

　　　　　　　回文定理(1990)

　　　　　　　下限定理(1994)

●点 (a1, . . . , ad) ∈ ZdをRdの格子点格子点格子点と呼ぶ。

●次元 dの凸多面体凸多面体凸多面体P ⊂ Rdは、そのすべての頂点

　が格子点であるとき、格子多面体格子多面体格子多面体と呼ばれる。



●次元dの格子多面体P ⊂ Rdのふくらましふくらましふくらましとは

　　　　nP = {nα : α ∈ P}, n = 1,2, . . .

　のことである。

　　定義定義定義（数え上げ函数）

　　　　i(P, n) = #(nP ∩ Zd)

　　　　i∗(P, n) = #((n(P \ ∂P)) ∩ Zd)

　　　　　　但し、P \ ∂P はP の内部内部内部である。



　　例例例　xyz空間の格子四面体Qmの頂点を

　　　　(0,0,0), (1,0,0), (0,1,0), (1,1,m)

　　　とする。但し、m ≥ 1は整数である∗。

　　i(Qm, n) =
m

6
n3 + n2 +

12−m

6
n+1

　　i∗(Qm, n) =
m

6
n3 − n2 +

12−m

6
n− 1

　　　　　　　　　　　
∗ 一般に、i(Qm, q)の係数は負になることもある。δ(Qm) = (1,0,m− 1,0)



定理(Ehrhart (1962))定理(Ehrhart (1962))定理(Ehrhart (1962))

　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdの数え上げ函数

　　　　i(P, n) = #(nP ∩ Zd)

　は nに関する次数 dの多項式である。

　　●その定数項は1である。

　　●更に、エルハート相互法則エルハート相互法則エルハート相互法則

　i∗(P, n) = (−1)d i(P,−n), n = 1,2,3, . . .

　　　が成立する∗。■

多項式 i(P, n)の nd係数は P の体積 V (P)である。多項式 i(P, n)の nd係数は P の体積 V (P)である。多項式 i(P, n)の nd係数は P の体積 V (P)である。
∗ i(P,−q)は、数え上げの解釈はせず、単に、i(P, q)のnを−qに置き換えたものである。



多項式 i(P, n)をP のエルハート多項式エルハート多項式エルハート多項式と呼ぶ。

　　　系（ピックの公式の一般化）系（ピックの公式の一般化）系（ピックの公式の一般化）

　　　　体積 V (P)は
　　i(P,1), i(P,2), . . . , i(P, d− 1)

　　i∗(P,1), i∗(P,2), . . . , i∗(P, d− 1)

　　　　から決定する。

　　　　　　　　　　　　　　　　



　数列 (1, i(P,1), i(P,2), . . .) の母函数母函数母函数を

(1− λ)d+1
1+

∞∑
n=1

i(P, n)λn
 = ∞∑

n=0
δnλ

n

　とすると、δn = 0, ∀n > dである。数列

　　　　　δ(P) = (δ0, δ1, . . . , δd)

　を、P の δ列δ列δ列と呼ぶ。すると∗

　　δ0 = 1, δ1 = i(P,1)−(d+1), δd = i∗(P,1)

V (P) =
1

d!
(δ0 + δ1 + · · ·+ δd)

∗ 相互法則から δd = i∗(P,1)が従う。なお、i(P, n)のnd係数は V (P)の右辺である。



● Betke–McMullen (1985), Stanley (1982)

　　　　　δi ≥ 0 (0 ≤ i ≤ d )



　対称 δ列対称 δ列対称 δ列　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdの δ列

　　　　　δ(P) = (δ0, δ1, . . . , δd)

　　が 対称対称対称であるとは

　　　　　δi = δd−i, 0 ≤ i ≤ d,

　　なるときにいう。

　　　対称ならば、δd = i∗(P,1) = δ0 = 1となる

　　　から、P の内部に属する格子点は唯一つである。
　　　それゆえ、対称 δ列を考えるときは、P を
　　　整数ベクトルで平行移動し、原点がP の内部
　　　に属すると仮定する。



定理(回文定理(1990))定理(回文定理(1990))定理(回文定理(1990))∗

　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdが原点を内部に含む

　とき、δ(P) = (δ0, δ1, . . . , δd)が対称となるため

　の必要十分条件は、P の双対多面体双対多面体双対多面体

P∨ = {x ∈ Rd : ⟨x, y⟩ ≤ 1, ∀y ∈ P} ⊂ Rd

　が格子多面体となることである†。

∗ Discrete Math. 83
† ⟨x,y⟩はRdの通常の内積である。



　　　定義定義定義 (Victor Batyrev (1994))　
　　　　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdが
　　　　　●原点を内部に含み、
　　　　　●双対多面体P∨が格子多面体
　　　　のとき反射的多面体反射的多面体反射的多面体と呼ばれる。

　例例例　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdが
　　　 ●原点を内部に含み、
　　　 ●頂点を列ベクトルとする行列が完全単模

ならば、P は反射的多面体である。　



　

 Hence proving Theorem 1 for 91 is the same as proving it for d. If we knew that
 there were only finitely many equivalence classes of legal polygons, and if we could
 find a list of legal polygons representing these classes, then we could prove
 Theorem 1 by checking the polygons on this list.

 The desired finiteness does hold, and in fact, much more is true. For d ? 2, a
 convex lattice polytope in R d is the convex hull 91 of a finite set of points with
 integer coordinates, such that the points are not all contained in a hyperplane; this
 ensures that 91 is d-dimensional. Hensley [7] bounded the volume and the number
 of boundary lattice points in terms of d and the number k of interior lattice points
 when k ? 1; this result for d = 2 was proved earlier by Scott [14], and Hensley's
 bounds have been improved in [11]. These results easily imply the following:

 Theorem 2. Fix integers d ? 2 and k ? 1. Up to the action of GLd(Z) and transla-
 tion by lattice points, there are only finitely many convex lattice polytopes in R' having
 exactly k interior lattice points.

 Remark. Theorem 2 would be false if we allowed k = 0.

 In the case of interest (d = 2 and k = 1), there are exactly 16 equivalence
 classes. Polygons representing these equivalence classes are listed in Figure 2. We
 leave it to the reader to pair them with their duals (up to equivalence), and to
 verify that Theorem 1 holds. Some polygons are self-dual.

 4?~~~~~~. A Q K.. ........

 izK .. . ... A?.......z!J ...

 ........... .......... L 6I.........

 ......... ... ....... I L .......
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予想(1992)予想(1992)予想(1992)

　次元 dの反射的多面体P ⊂ Rdの

　　δ(P) = (δ0, δ1, . . . , δd)

　はunimodalである。すなわち

　　δ0 ≤ δ1 ≤ · · · ≤ δ[d/2]

　である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　



定理(下限定理(1994))定理(下限定理(1994))定理(下限定理(1994))∗

　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdの内部に格子点

　が属する（すなわち、δd = i∗(P,1) > 0）

　ならば、δ(P) = (δ0, δ1, . . . , δd)は、不等式

　　　　　　δ1 ≤ δi 2 ≤ i ≤ d− 1

　を満たす。

∗ Advances Math. 105



体積の下限体積の下限体積の下限　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdの境界に属

する格子点の個数を b(P)とし、内部に属する格子点の

個数をc(P) > 0とすると、δ列の下限定理から、P の
体積 V (P)の下限が導かれる。

V (P) = (δ0 + δ1 + δ2 + · · ·+ δd−1 + δd)/d!

　　　≥ (1 + (d− 1) δ1+ δd)/d!

= (1+(d−1) (i(P,1)− (d+1) )+ i∗(P,1))/d!

= (1+(d−1) ((b(P)+c(P))−(d+1))+c(P))/d!

= ((d− 1) b(P) + d c(P))− d2 +2)/d!



§２. Castelnuovo多面体§２. Castelnuovo多面体§２. Castelnuovo多面体



代数幾何の背景代数幾何の背景代数幾何の背景　複素射影多様体Xとその上の豊富な

直線束Lとの対 (X,L)を偏極多様体偏極多様体偏極多様体と呼ぶ▼代数曲線

の分類に使われる種数にはCastelnuovoの上限と呼ば

れるものが存在する▼その高次元版として、1990年、

藤田隆夫は、偏極多様体 (X,L)の断面種数断面種数断面種数 g(X,L)の

上限を与えた▼断面種数 g(X,L)がその上限に一致す

る多様体はCastelnuovo多様体Castelnuovo多様体Castelnuovo多様体と呼ばれ偏極多様体

の著名な類である。



　藤田隆夫の不等式 (1990)藤田隆夫の不等式 (1990)藤田隆夫の不等式 (1990)　次元 dの複素射影多様

体Xの上の豊富な直線束Lは h0(L) ≥ d+ 2を満た

すとし、条件 (i)Lは basepoint free (ii) |L|が定義
する射はその像に双有理、を仮定する。すると、

g(X,L) ≤ m∆(X,L)−m(m−1)
2 (Ld−∆(X,L)−1)

が成立する∗。但し、

　　　m = [(Ld − 1)/Ld −∆(X,L)− 1)]

　　　∆(X,L) = Ld + d− h0(L)

である。
∗ 偏極多様体 (X,L)は、h0(L) ≥ d+2, (i), (ii), g(X,L) = · · · のとき、. . .



格子多面体P から自然に扇を作る操作がある▼その扇
の射影トーリック多様体X上の豊富な直線束LP を作

ることができる▼射影トーリック多様体と豊富な直線

束の組 (X,LP)が偏極偏極偏極トーリック多様体トーリック多様体トーリック多様体である▼偏極

トーリック多様体と格子多面体は１対１に対応する。



　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdから偏極トーリック多
様体 (X,LP)を作る。藤田隆夫の不等式を
　　　　δ(P) = (δ0, δ1, . . . , δd)

で解釈すると、δ1 > 0, 　　

　　　　Z((P∩Zd)×{1}) = Zd+1 　　　 　(#)∗

ならば
d∑

i=2
(i− 1)δi ≤ m

d∑
i=2

δi −
m(m− 1)

2
δ1 (1)

となる。但し、m =

( d∑
i=1

δi)/δ1

 である。
∗ Hofscheier–Katthän–Nill



　定理 (川口良 (2021))定理 (川口良 (2021))定理 (川口良 (2021))

　　δd > 0δd > 0δd > 0とする∗。次の条件は同値である。

( i )( i )( i ) (X,LP)はCastelnuovo多様体†

( ii )( ii )( ii ) 不等式 (1)の等号が成立

(iii)(iii)(iii) δ列の下限定理の等号が成立‡

(iv)(iv)(iv)§ V (P) =
(d− 1) b(P) + d c(P)− d2 +2

d!
∗ h0(LP +KX) ≥ 1
† すなわち、(#)を満たし、不等式 (1)の等号が成立
‡ δ1 = δ2 = · · · = δd−1

§ P の境界に属する格子点の個数を b(P)とし、内部に属する格子点の個数を c(P)とすると



　定義定義定義 次元 dの格子多面体P が内部に格子点を
　　持ち、その δ列が δ1 = δ2 = · · · = δd−1を

　　満たすとき、P をCastelnuovo多面体Castelnuovo多面体Castelnuovo多面体と呼ぶ。

　　例例例　次元 dの格子単体P ⊂ Rdの頂点を

　　　(0, . . . ,0), (1,0, . . . ,0), . . . , (0, . . . ,0,1,0)

　　　(cd, . . . , cd, cd+1)

　　　　とする。但し、c > 0は整数である。

　　　　すると、δ(P) = (1, c, . . . , c)であるから

　　　　P はCastelnuovo多面体である。



非特異格子多面体非特異格子多面体非特異格子多面体　

●次元 d = 3の非特異Castelnuovo多面体は

　反射的多面体である∗。

●次元 d = 4,5の非特異反射的

　Castelnuovo多面体は存在しない†。

●次元 d ≥ 4の(±1, . . . ,±1) ∈ Rdを

　頂点とする立方体はCastelnuovo多面体ではない。

　　　　　　　　　　　　　　　　

α
α3α1

α2

1

∗ 川口良（2015）
† J. D. Pulido Castelblancoの修士論文（2020）



§３. 正規多面体§３. 正規多面体§３. 正規多面体



　定義定義定義　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdが正規正規正規∗とは

　　nP ∩ Zd = P ∩ Zd + · · ·+ P ∩ Zd︸ ︷︷ ︸
n

∀n ≥ 1

　となるときをいう。

　　　例例例　xyz空間の格子四面体Qの頂点を
　　　　(0,0,0), (1,1,0), (1,0,1), (0,1,1)

　　　　　とすると、(1,1,1) ∈ 2Qと
　　　　(1,1,1) ̸= (1,1,0) + (1,0,1)

　　　　　などから、Qは正規ではない。

∗ 整分割性を持つ整分割性を持つ整分割性を持つ



単項式単項式単項式 　次元 dの格子多面体P ⊂ Rdに属する

格子点を a(1), . . . , a(q)とする。

　　T = Q[t±1 , . . . , t
±
d , s]

a = (a1, . . . , ad) ∈ Zd ⇝ t
as = t

a1
1 · · · tadd s

Q[P] =Q[ta
(1)

s, . . . , ta
(q)

s] =
∞⊕

n=0
(Q[P])n

　　　をP のトーリック環トーリック環トーリック環と呼ぶ。

　● dimQ(Q[P])n = i(P, n), ∀n ≥ 1, となるには

　　P が正規であることが必要十分である。



　

　　すると、P が正規ならば

　　　Q[P] =
∞⊕

n=0
(Q[P])nのヒルベルト級数ヒルベルト級数ヒルベルト級数は

　
∞∑

n=0
dimQ(Q[P])n λn = 1+

∞∑
n=1

i(P, n)λn

　　　　　　　=
δ0 + δ1λ+ · · ·+ δd λ

d

(1− λ)d+1

　　である。しかも、P が正規ならば
　　　Q[P]はCohen–Macaulay環Cohen–Macaulay環Cohen–Macaulay環である∗。
∗ Hochsterの定理（1972年）Hochsterの定理（1972年）Hochsterの定理（1972年）



　すなわち、

　　　　Q[P]/(θ1, . . . , θd+1) =
d⊕

n=0
Rn

　　
d∑

n=0
(dimQRn)λ

n = δ0 + δ1λ+ · · ·+ δd λ
d

　となる次数 1の斉次多項式 θ1, . . . , θd+1が存在次数 1の斉次多項式 θ1, . . . , θd+1が存在次数 1の斉次多項式 θ1, . . . , θd+1が存在する。

　すると、

0 ≤ δn ≤
(δ1 + n− 1

δ1 − 1

)
, n = 0,1, . . . , d

　となる∗。
∗ δ列の上限定理



１　正規反射的多面体１　正規反射的多面体１　正規反射的多面体

　予想(1992)予想(1992)予想(1992)の反例は、2005年、MustaţǎとPayne

が構成した∗。彼らは、δiを完備Gorensteinトーリッ

ク多様体の或るベッチ数と解釈することから、次元 2mの

反射的多面体P ⊂ R2mで

　δ(P) = (1,m,m+2,m,m+2, . . . ,m+2,m,1)

となるものを、任意の整数m > 0で構成した。

　●MustaţǎとPayneの反例は正規ではない。

∗ 予想(1992)をMustaţǎとPayneに示唆したのはWilliam Fultonである。



2022年10月、Adiprasito, Papadakis, Petrotou

と Steinmeyerは、予想(1992)予想(1992)予想(1992)は、P が正規ならば
肯定的である、とアナウンスした。もっと強く、

　　　次元 dの正規格子多面体P ⊂ Rdの δ列の

　　　後半部分は単調減少である。すなわち、

　　　　　δ[d/2] ≥ δ[d/2]+1 ≥ · · · ≥ δd

　　　である([arXiv:2210.10734])。



２　ポリマトロイド２　ポリマトロイド２　ポリマトロイド (Jack Edmonds (1970))

　次元 dの格子多面体P ⊂ Rd
≥0が条件

　(i)(i)(i) α ∈ P ∩ Zd, β ∈ Zd
≥0, β ≤ α ならば β ∈ P

　(ii)(ii)(ii) α, β ∈ P ∩ Zd, |α| < |β| ならば
　　　　αi < βi, α+ e(i) ∈ P となる iが存在

　を満たすとき、ポリマトロイドポリマトロイドポリマトロイドと呼ばれる。

但し、|α| = α1 + · · ·+ αdは αのmodulus

　e(1) = (1,0, . . . ,0), e(2) = (0,1,0, . . . ,0), . . .



　　例例例（Veronese型ポリマトロイド）

　整数 s1, . . . , sdと nで

　　　1 ≤ s1 ≤ · · · ≤ sd ≤ n < s1 + · · ·+ sd

　を満たすものを固定すると、次元 dの格子多面体

　　P(n)
s1,...,sd =

{
x ∈ Rd

≥0 : xi ≤ si, ∀i, |x| ≤ n
}

　はポリマトロイドである。



定理(Edmonds)定理(Edmonds)定理(Edmonds) ポリマトロイドは正規である。



（可換環論）

　　ポリマトロイドP のトーリック環Q[P]は正規環

　0, e(1), . . . , e(d) ∈ P　　　　s, t1s, . . . , tds ∈ Q[P]

　　　Q[P]s = Q[s, s−1, t1, . . . , td]

　　　Q[P]の因子類群≃ Zr−1⊕Z/gZ

　定理定理定理([HHMQ, arXiv:2302.12475])

　　整数 r > 0と g > 0が与えられたとき、

　　ポリマトロイドで、そのトーリック環の

　　因子類群が Zr−1⊕Z/gZ となるものが存在する。



　　　　　　　　歴史的潮流歴史的潮流歴史的潮流

　　　●オイラーの多面体定理(1752)
　　　●ピックの公式(1899)

Macaulayの論文(1927)
1960年代　Grünbaum, “Convex Polytopes”(1967)

Ehrhartの仕事(1955–1968)
Buchbergerの学位論文(1965)

1970年代　Hochsterの論文(1972)　
面の数え上げ理論の全盛期

1980年代　可換代数と組合せ論の誕生　　　
1990年代　単項式イデアルの発展

グレブナー基底の浸透
格子点の数え上げ理論の黎明期　


